2025年度名古屋大学ホシザキ奨学金奨学生の募集について【学部３年生のみエントリー期間延長】
４月13日㈰まで


　名古屋大学ホシザキ奨学金は、名古屋大学学術憲章の基本理念及び坂本精志氏が代表取締役会長を務める「ホシザキ株式会社」の経営理念の一つである「『独創的かつ高品質なモノづくり』により社会に貢献すること」に基づき、強い意欲と高い能力を有するにもかかわらず、成績等が優秀でありながら，経済的な理由により修学が困難な学生に対して，その学習，研究等の活動を奨励するために設立されたものです。

1　応募資格
次のいずれにも該当する者
1 本学の学部又は研究科の正規の課程に在学する外国人留学生を除いたうち，受給開始年度に工学部（情報学部の学科のうち、工学部に関連する学科を含む）3年次に在学する者または工学研究科（情報学研究科及び環境学研究科の専攻のうち、工学研究科に関連する専攻を含む。）博士前期課程1年次に在学する者
②　人物及び学業成績・研究水準が特に優れていると認められる者
③　経済的理由により修学が困難と認められる者（社会人学生等、恒常的収入がある者を除く。）
④　指導教員等が推薦する者
⑤　名古屋大学ホシザキ奨学金が給付される年度に他の奨学金等（貸与されているものを除く。）の受給がない者
※JASSO給付奨学金を受給している学生については、採用後、JASSOの給付を停止し、ホシザキ奨学金を受給します。JASSO給付奨学金支援区分に応じた授業料減免は継続します。（認定継続申請書は毎学期提出が必要です。）
⑥　奨学金の趣旨に賛同するとともに、受給する上での条件に同意し、奨学生としての義務を履行できる者

2　募集人数
　　50名

3　支給金額・給付期間及び給付時期
　　1学生あたり年間168万円（月当たり14万円）を原則として2年分給付
　　初年度分は7月、翌年度分は初年度の3月に指定口座へ振込予定
　　　　
[bookmark: _Hlk181352637]4　申請の流れ　詳細は、別添の「ホシザキ奨学金　申請の流れ」を参照してください。
（1） 予備選考のためのエントリーを実施
　　　　・エントリー先URL
[image: QR コード

自動的に生成された説明]　https://forms.office.com/r/dZ0CizubHD
事前に添付書類として、父及び母の収入に関する証明書を用意してください。
　 民間奨学金の『事前登録』を実施している場合でも必要となります。
　  （例）・源泉徴収票　＊１
　　　   　　・確定申告書(第一表と第二表)　＊1（申告をしている方のみ）
　　　 ・年金受給通知書＊2（受給している方のみ）
上記がない場合は、所得証明書 又は 課税証明書＊3 (自治体によって、所得証明書や
課税証明書とは別の名称で発行されることがあります）
所得がない場合は非課税証明書
＊１　令和6年分
＊２　令和6年4月以降の金額表示のある年金額通知書
＊３　令和6年の収入に対する証明書の発行は6/1以降になる為、令和5年の収入に
対する証明書を取得して下さい。状況によって改めて6/1以降に令和6年の収入に
対する証明書を取得して頂く場合があります。
　　　　　　「年収」の記入に関わる詳細は、別紙「ホシザキ奨学金　願書記入参考資料」を参照して
ください。

（2） 予備選考通過者は願書等を作成
　　　　　　予備選考に通過した学生のみに、機構メールアドレス宛に連絡をします。
　　　　 　予備選考通過のメールに記載されているNUSSから願書や推薦書の原本を取得してください。
　　　　　　提出先のNUSSは「ホシザキ奨学金　申請の流れ」にもありますが、メールにも記載いたします。
     　　願書提出時やその後の注意点は、別添の「ホシザキ奨学金　申請の流れ」を確認してください。
　　　　　　過去においてNUSSにフォルダを格納するときに失敗している方が多いので、
「ホシザキ奨学金　申請の流れ　５申請書類等をNUSSに格納」をよく読んで実施して
ください。

5　エントリー締切
締め切り：　2025年 4月8日（火）　【締切厳守】　

　【 提出時の注意事項 】
　　※他の奨学金、奨励金等（自由応募含む）に申請しており、同時進行している方は申請の際に
必ずその旨ご連絡願います。受給後に他の奨学金を受給していることが後で発覚した場合、
不利益が生じることがありますので、必ずお知らせください。

6　選考
名古屋大学ホシザキ奨学金選考委員会の第１次審査及び第２次審査による選考の上，総長が決定する。
第１次審査：書類審査
第２次審査：面接審査

7　奨学生の義務
①　奨学生は，学業に精励し，健康に留意するとともに，ホシザキ奨学金の奨学生にふさわしい態度及び行動をとること。
②　学部及び研究科の指示に従い，必要な手続を怠りなく行うこと。
③　奨学生のために開催する各種行事等には必ず出席し，奨学生間の意識の高揚及び親睦に努めること。
④　成績証明書及び生活状況等報告書を毎年度末までに提出すること。
⑤　卒業後、修了後の進路について、報告すること。
　その他総長が必要と認めたこと。
　
8　給付の停止
①　奨学生が退学、除籍または死亡した場合は、それ以降の給付を停止するものとする。
②　奨学生が名古屋大学通則第34条及び名古屋大学大学院通則第37条に規定する懲戒処分を受けた者については、以降の奨学金は停止するものとする。

9　奨学金の返還
次のいずれかに該当する場合は、すでに給付を受けた奨学金を返還しなければならない。
①　申請書類等に虚偽の記載があった場合
②　懲戒処分を受けた場合
③　退学した場合（休学期間中に退学した場合を含む）
④　除籍した場合（死亡を除く）
⑤　受給資格を失ったと認められる場合
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